小林多喜二と「三・一五」のころ by 倉田 稔 & Kurata Minoru
ヱ7
小林 多喜二 と 「三 ・一 五」 の ころ
はじめに
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
目
森 と古川
たこ寅事件
『海上生活者新聞』
森良玄 と多喜二
「一九二八年三月十五日」
付録
次
「一九二八年三月十五日」読者評
倉 田 稔
は じめに
これは,小林多喜二伝 ⑳ である。
1森 と古川
森良玄(1)が小林 に初めて会った(2)翌日,鈴木源重(3)は,森を古川友一(4)の
家に連れて行った。4月10日三団体解散(5)と同時に解散届 を強要 され,バラ
バラにされた小樽合同労働組合の後身 として創立 を進めている新組合の宣言
と綱領起草を,頼 みに行ったのであった。
古川友一は,当 時小樽のマルクス主義文献に関しては右に出る者がいない
権威 と目されていた三五・六歳の男であった(6)。やや横ふ とりで少し腹が出て
いる古川を見た時,森 は軽い失望を感 じた。マルクス主義の研究者だという
ので,学 者的風貌 を描いていた森の予想 とは全 く違 ったのである。玄関で鈴
木が古川 と顔を会わせた瞬間の態度で,森 は二人が相当頻繁 に会合している
ことを察した。
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古川に宣言綱領の起草を依頼することになったのは,鈴 木 と坂本 と,労働
農民党北海道支部連合会書記の大西喜一(7)と,森を加 えて,四 人の協議で決
定した。四人で協議 した時,坂 本 は古川を,山 川派(8)(共産党解党派)だか ら
不適当だと強 く主張 したが,言 い出したのは鈴木で,大 西は中立,森 は古川
について何 も知 らなかった。結局,古 川に依頼することになったが,古 川の
顔 を見た とたんに,「これはえらいことになるか も知れんぞ」と,森は思った。
古川は当時失業 していた。妻が女髪結いをやっていて,な かなか繁盛 して
いる様だった。森たちを書斎に通 した古川は,森 たちが座 るのが待ち遠しい
様 に,日本共産党を罵倒 しはじめた。
「極左,小児病,第 三インタナショナル盲従,分 裂主義者」。
いろいろのレッテルが張られて行 った。小樽合同労働組合の太い親柱,日
本共産党北海道地方の中心的組織者であった武内清(9)や渡辺利右衛門(10)も,
古川にかかると,「無学,没 理論,小 児病の典型,ブ ランキス ト」等々,散 々
であった。古川は森を説得するために,彼 の理論のうんち くを傾 けているこ
とは,森 も分かっていた。だが森は,鈴 木 と玄関で顔を見合わせた二人の態
度 を見た瞬間から,特 高刑事の前に引き出された時 と同様の心理武装 をし,
心の蓋を閉 じていたから,彼が何 と言お うと,ポーカー ・フェースを持ち続
けた。古川 は何 を言っても反応を示 さない森の態度が不愉快で,日 本共産党
罵倒 に拍車がかかったのだろうが,一 面では古川は内心嬉しいようだった。
組合の宣言綱領の起草 を依頼したことは,森 たちが彼の学識に敬服 し,彼 の
理論 に屈服 したことを,示 す ことになるか らであった。しか し彼の書 いた宣
言 と綱領は,あ まりにひどい ものだったので,森 は[鈴 木]源 重 をうまく口
説 き落 し,森が起草 して組合の創立大会を行なった。
労農派山川イズムの信者である古川の理論 をつきつめると,日本共産党は
弾圧されたから悪い,弾 圧される様な綱領 を掲 げたから悪い ということだっ
た。森は,で は弾圧 した官憲は悪 くないのかと反論 したかったが,反 論 も賛
成 もしない決心をしていたので,沈 黙を守っていた。2時 間余 りも一人で ま
くし立てていた古川が,と んでもない ことを言い出した。
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「小林や寺田(11)もね,わ れ等の側に来たよ,猪俣(津 南雄)の(12)農業理論
に降参 してね。カーペー(共 産党)批 判をはじめたんだ。小樽の研究グルー
プは,今やすべて我が同志さ」
「そうか,それはよかったなあ」
源重は即座 に共鳴 して喜んだが,森 にはショックであった。昨 日見たばか
りの,あ のたのもし気なインテ リ青年が,山 川派 になっていた とはショック
であった。 まさか と思いながらも古川の言葉を否定する根拠がなかった。古
川が ビールを出させて源重 と呑み始めたのをしおに,森 は帰った。
「昼間っから酒なぞ飲みやがって何だ,ダラ幹 メ,それにしてもあの小林が
山川派 とは,た まげたなあ。勝手にしやがれ,畜 生」
森は,花 園公園の下の中小路 を,独 り言をブツブツ言いながら帰った。 こ
の日から1カ月余 り,森 は小林 を誤解 し,一 目惚れしていただけに一層強い
反感を持ち続けた。森 もずいぶん単細胞であった。(13)
(1)森については,前 号参照。
(2)1928年6月。
(3)鈴木。小樽合同労組執行委員長。
(4)地元 ・小樽=では,ふ るかわ ・ゆういち,と 言う人がいるが,違 う。
その後,古川一家は,小樽から東京に行 き,友一は,同盟通信社に勤 め,
活動 を続けた。友一は,社 会科学だけでなく,自然科学,歴 史などにも,
造詣があったという。1945年1月,友一は,治安維持法違反で再び逮捕 さ
れ,府 中刑務所 に収監された。手塚 によれば,小 樽署に送 られた とある。
友一 は,言 語 に絶 す る拷問 に よって発病 し,9日 後死 去 した。昭和
20(1945)年1月12日であった。56才だった。死亡場所は小樽病院(小
樽市量徳町一番地),死因は脚気衝心である。戦争の終る直前であった(阿
部誠也 「古川友一 と小林多喜二」(『弘前民主文学』第86号,1995年9月,
58-61ページ)。
(5)労農党,評 議会,全 日本無産者青年同盟の三団体。
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(6)『文芸北見』1980年12月号 第22号,森 良玄の遺稿 一 小林多喜二 との
思い出一,277ページ。
(7)大西喜一(1895-),小樽出身,特 要乙号共産主義 とされた。労農党北
海道支部連合会書記,三 ・一五に連座。全協の組織化につとめる。新聞外
交で生計 を立てる。
(8)山川 均(1880-1958)。日本共産党の創立に参加。 しかしす ぐ解党 を主
張 した。
(9)武内 清(1902-47)。函館生 まれ。特要甲号共産主義 とされた。労農党
小樽支部執行委員。1921年,函館水電の車掌,1923年のス トで解雇。1924
年,函館合同労組,函館無産青年同盟を組織。1925年,第一次水電争議の
指導。結成 された小樽合同労組の常任になる。9月,日本労働組合評議会
北海道地方評議会の争議部長 になる。1926年,小樽運送はしけ会社の解雇
反対闘争 を指導 し,勝利 させる。磯野小作争議 に小樽合同労組 の幹部 とし
て指導する。1927年,磯野争議 に勝利する。小樽港湾争議 を指導。共産党
に入党。1928年,共産党北海道地方委員。三 ・一五事件で検挙 された。懲
役6年 。1935年,非転向で満期出獄。1936年,全小樽労働組合の組織争
議部長。日本労働組合全国評議会(全評)の中央執行委員。1937年,全評
北海道地方評議会結成,委 員長 になる。12月,「人民戦線事件」で検挙。
1942年,非転向で満期出獄。1944年,釈放。1945年,共産党の初代北海
道地方委員会書記長。1946年,中央委員候補。文献 『武内清の思い出』同
刊行委員会発行,1977年。
⑩ 渡辺利右衛門(1903-)。特要甲号共産主義 とされた。小樽生まれ。小
樽合同労組組織部長,三 ・一五事件に連座。北海道地方評議会組織部長。
労農党小樽支部員。東京で亡 くなった。『一九二八年三月十五日』の渡の
モデルとなった。
(ID寺田行雄(1905-1944)。青森 うまれ。1924年,小樽高商社会科学研究 会
の創立 に参加。軍教反対事件で停学処分 をうけた。小樽高商卒業。北海タ
イムス小樽支社に勤務。労働農民党に参加 した。新聞記者。三・一五事件
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に連座。四 ・一六事件 で検挙 され,全 協活動 。12月1日 事件 で起訴 された。
1931年10月上 京,1937年11月反戦運動 で検挙 されたが,1944年6月,
大 阪で病死。 思想要注意 共産主義 とされ た。
(12)猪俣(1889-1942)。経済学者 。共産党 の解党派 に賛成 し,そ の後,共 産
党 に批判的 にな った。
(13)『文芸北 見』278ページ。
2た こ寅事件
風間六三(14)は,1928年6月末に,い わゆる 「たこ寅」事件をひき起 こし
た。小樽警察から札幌へ送られ,柿 本予審判事の取調べをうけ,不起訴処分
を受けるにいたった。
3月末に,風 間の寄寓する石山町の若林善松(浜 の労働者で三 ・一五で警
察にひっぱられた。ガン張 り通 し,釈放後すぐ樺太へ積み取 り人夫 として出
稼 ぎに行った)の 家の2階 は,小樽合同の渡辺利右衛門のアジ トの一つ とし
て使われていたのであった。そこに日本共産党中央機関紙 「赤旗」や 「運動
組織テーゼ」美濃紙ガリ版刷 りの文書が,風呂敷包 に一杯残 してあるのを[風
間は]見 つけ,そ の家が警察に探知 されやすい場所で危険があるので,何 処
かへか くさねばならぬ義務のようなものを感 じた。渡辺は緑町のアジ トか ら
逮捕 されたか ら,この家はわからなかった。3月初めの夜,風 間はこの家で,
渡辺 と若林 とで一緒に,牛 もつで飯を食 った ことがあるが,風 間はアジトと
は知 らなかった。それで[風 間は文書 を]あ ちらこちらへ持 って回った末,
稲穂町妙見河畔のおでん屋 「た こ寅」の2階 に下宿 していたアナーキス トの
印刷工 ・斉川民二郎(詩 人でペンネーム太宰紀一)の 室へ移 し,あ る一定の
時期 まで保管 を頼んだ。中味は見て もよい と言った。「たこ寅」には警察の特
高がしばしば呑みにくるとは,風間は知らなかった。斉川は,中 をみて,だ
らしな く室へ文書 をちらかしたまま,5月 ころ,郷里の函館へ帰省 した。「た
こ寅」のばあさんが,あ んまり室が汚いので,あ る朝掃除にきて,散 らばっ
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ている文書を便所のオ トシ紙 に使用するようにな り,た またま呑みにきた特
高が便所に入 り,これをみつけ,こ りゃ大変なものがあると,斉川を函館で
検挙 し,か れの口か ら風間の名が出て,風 間の逮捕 となった。
札幌の地方裁判所で柿本判事は,三 ・一一五事件の担当者で,風 間 と渡辺利
右衛門 と対決 した。
渡辺 は,鉄 の鎖の手錠をはめられて室へ入ってきた。そして風間をみて,
「こんな人 は知 らぬ,何処の人ですか」 と,ガン強に知 らぬ存ぜぬで,言い張
り通 した。風間は,そ の時共産党員の姿を見,鉄 の規律を守 り続ける姿 にう
たれた。その強烈なショックは,そ れ以来,長 く風間の脳裏 にやきつき,自
責の念 とともに,そ の傷は仲々癒えがたい ものになってしまった。
風間は,は っきり書いていないが,つ まり,捕 まって,渡 辺の ところから
持ってきた と,言 って しまったのである。
風間は,予審廷では 「探偵小説的な猟奇趣味でやった」 と言い逃れをした。
柿本判事 は風間 を文学青年 とみてか,6月 中旬の札幌祭 りの日に,風 間は斉
川 とともに釈放 された。
風間が小樽へ帰 ると,ナップの連中,伊藤や小林が,「どうしたんだ,ど う
したんだ」 と,真面目顔に心配してききこんだ。事件が商業新聞に発表 され
ずにすんだのは,風 間の母方の親戚にあたる北海タイムスの警察詰め記者 ・
青地行一(寺 田行雄 の上司)が,そ れとな く地元新聞紙上を押さえたからで
あった。(15)
(14風間六三(1907-),特 要 乙号 共産主義 とされ た。 四・一六 に連座。1933
年2月,全 協小樽地 区協議会準 備会 を結成 。
(15)風間 「思 い出」。
3『 海上生活者新聞』
1928年1月,総同盟系海員組合の刷新派組織のために北方海上属員倶楽部
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が創立 された。海員組合 と別のところに,船 員のたまり場があった。この倶
楽部だった。北方海上属員倶楽部 は,『海上生活者新聞』を発行することにし
た。北方海上属員倶楽部は当時,小 樽市稲穂町東五の一(旧番地)にあった。
海上生活者新聞発行 は風間か ら言い出 して実現した。建物の2階 の事務所を
貸してほしい と頼み,受 け入れ られた。『海上生活者新聞』の事務室は,木造
建物のまん中の部屋であった。海員組合は総同盟の右派である。多喜二はこ
れを統一戦線派に引き入れようとした(琴坂)。北方海上倶楽部は,刷 新会系
といわれ る。
当時高等船員(海 員協会)は,属 員(日 本海員組合)と 雇用条件 も違い,
船員社会での身分差は厳 とした ものがあった。職長 と一般船員の間にしてか
ら頭(か しら)と船夫の関係だった。(16)
この倶楽部員が600人いた。倶楽部にいた人 に,松 尾武義がいる。当時,
三河丸航夫であった。航夫 とは,後 の操舵手,甲 板手のことである。彼はそ
の後,中 央汽船船長にな り,後に名古屋で自営業をする。宗武五郎 もいた。
海員刷新会指導者の1人 で,検挙後獄死 した。木下は,当時,写真師だった。
よく訪船 していた。のんべえだった。新聞第1号 に出ている海員ホーム社の
写真は,木下が撮ったものだろう。風間は,1928年9年当時,無産者新聞の
小樽支局の責任者だったか ら,海上生活者新聞のニュース記事 も風間の もの
である。(17)
風間六三はこの倶楽部に宿泊 し,業務の手伝いをした。そのかたわら新聞
発効の準備にとりかかった。一九二八年の一二月の中ごろ,倶楽部の二階で
小林 と伊藤 と風間が会合 をもった。
ナップが今度,全 日本無産者芸術団体協議会(略 称は同じく,ナ ップ)に
なって,一 回 り大きくなった ことを,小林が報告 した。
『戦旗』一二月号 に載った多喜二の 「三 ・一五」の後半 について,小林が意
見を求めた。
伊藤はこういうようなことを言った。「作品は東京で大 きくクローズアッ
プされ,小 樽ナップ支部の存在がたしかになったのは喜ぼしい。評価 は中央
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の偉い人たちがやるだろうから,まず差 しおきたい。オレは,あ の作品に出
て来 る人物 の素材が,オ レや寺田,古 川な どと思われるのが出て くるので,
この点おかしな奇妙な錯覚 した感情をまず作品から受ける。」
風間 はこんなことを言ったようだ。
「小説の内容 は今進行中の党の事件であるので,まだ海のものとも山のもの
とも分かっていない。作者の勇気 には感心する。あれはこしらえた小説では
な く,あまりにも事実に近いので,この点若干文章か ら目をそむけた くなる。
警察は君 に対 してどうい う態度 をとって くるか問題だ。またKP[=共産党]
の組織についてふれてはいないが,今 書 くのは無理 というものか。」
小林は 「ウム」 と言って,大 きな息をした。多分 に二人の作品批評には不
満であるらしい様子が見えた。だがそれ以上何 も言わなかった。それか ら議
題 を新聞発行 に切 り替 えた。主筆格 の笹谷金吾 と会計担当の木下卯八を交 え
て相談 した。題名は風間が出した 『海上生活者新聞』 に,小林が積極的に賛
意 を示 し,これに決 まった。主張欄,海 員ニュース,経 済法律文化,発 行部
数がそれぞれ決められて,笹 谷 と木下は階下へ去った。
ここに出て来る笹谷 は,放逐 された後,ス パイになった。風間は,そ の時
期 を4・16直前 と推測した。
風間が,「文芸欄 は小林に担当 してもらいたい」 と述べたら,「喜んで書 く
よ,オ レは実 は今,大 作 に取 り組んでいるので それ とも関連があるからだ。
伊藤君 も何か書けよ」 と言ったら,伊藤 はこう返事 したようだ。「まあ,オブ
ザーバーでゆ くよ」
小林は,拓植銀行のビルの記者 クラブで北海道タイムス小樽支局の寺田行
雄 ともしょっちゅう会 うか ら,経済法律欄に何か頼んでみる,と 言った。
一九二九年一月五 日付 けで,『海上生活者新聞』第一号ができた。定価は一
部十銭で,発 行部数は二千部 くらいであった。
その号の小林の文芸欄へのエ ッセイは,郷利基のペ ンネームで書いた 「海
員 は何を読 まなければならないか」(18)であった。そこでは葉山嘉樹 の小説「海
に生 くる人々」を推賞 していた。
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風間は,寄贈 を思い立ち,「乞御高覧」の印を押して,「戦旗社」を筆頭に,
東京にある各労農団体,出 版社,知 名の進歩的作家へあわせて百部以上郵送
した。葉山嘉樹や中野重治へも個人宅へ送った。風間は忙 しかったのか,葉
山へ送 った ことを小林に話 さなかった。
その月の一月の末 ころか,海 上生活者新聞社気付郷利基宛 に,在東京の差
出人,葉 山嘉樹 として,封書が届いた。ちょうど小林が 『戦旗』を持ってき
て,風間も何か出版物 を手渡 したあ と,「いいものが きたよ,気付けとなって
いたので,悪 いけど封を切 ってしまったが」 と言って渡 した。
多喜二は裏の差出人の名 を見て,「ホホー,おれにか……」と,うれし気に,
全 く予期 しなかった という顔 をして受 け取った。それはうぶな顔だった。
多喜二は 「三・一五」を発表 したばか りで,蔵 原惟人などの紹介 もあって,
文壇では認められていたが,葉 山の全国的な人気 にくらべた ら まだまだの
感があった。葉山から手紙 を貰 った ことは,彼 にとってたしかに大きな喜び
であった。
これ以後,多 喜二 と葉山の間に文通がされた。
まもな く葉山は,郷 利基 というのは 「三 ・一五」の作者小林多喜二だとい
うことが分かった。そのうち,葉 山は自分の属 している文戦 に入 らないか と
多喜二 に勧めた。 しか し,葉山か ら手紙が来たことだけであんなに喜んだ多
喜二が この勧誘をはっきり断わった。支部ではあるが自分はナップに入って
いるのだ。文戦 とナップとでは指導精神が全然ちがっている。自分はこれか
らもナップの活動 を続けて行 く。多喜二は葉山にそう書いた。(19)
多喜二 は葉山の手紙を母セキに見せた。字の読み書きができない母は,葉
山の手紙が原稿用紙 に達筆で続 けて書 き下 してあるのを見て,「枡 目の中へ
入ってお らぬ,こ れでいいのか」 とい うので,多 喜二は,よ く見 てごらん
「この字はこの画で」 と手をとって教 えたら,な るほどと母親は合点した。
母 は,息子多喜二の原稿用紙の字 しか知 らないのでそう言ったのであろ
う。小林 は,き ち ょうめんすぎるほど,銀行員風 に字をしっか り枡目に入れ
て書いていたからである。(20)
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⑯ 小倉喜代志 『小樽船員 と海上生活者新聞』手稿本1991年5ペ ージ。
(17)文献 『海上労働運動 一 不屈の歩み』;『不屈の海上労働者』;『無産者新
聞』;谷口善太郎 『評議会史』;海員組合 『海員組合四十年史』;西巻敏雄
『日本海員組合運動史』;笹木弘 『船員政策 と海員組合』;海員組合 『国際
海上労働条約及び勧告』。
(18)『全集』。
⑲ 山野千衛,文 学評論,昭 和10年。
⑳ 風間 『北方文芸』7
4森 良玄 と多喜二
7月の終 りか8月 に入ってか らか,小 林が,風 間六三 を訪ねて組合の事務
所に来た。風聞は,小林の文学仲間だった。小林 は,先日出会った時 と同様,
カラリとしてこだわ りがなかった。人 なつ こい笑顔につりこまれて,森 も笑
顔で迎 えたが,腹 の底に 「この山川イズム野郎メ」 と思っているので,何 を
言われてもいい加減 に返事 をしていた。しぼ らくして小林 は,風 間 と連れ
だって出て行った。
その晩,森 は風間にこっぴ どくとっちめられた。風問 と森 は,組合の事務
所に同居して幾 日もたっていないが,2人 は同年で,20歳になったばか りで,
同志なので,容赦 しなかった。「小林が折角来たのに,何だい今日の態度は」。
森に喰ってかかった風間の様子から,小林が風間等のグループから少なか
らず尊敬され,敬 愛されていることが,森 に分かった。
「だって,あ いつ山川イズムだっていうんじゃないか」
「ナニイ,バ カな,誰 か ら聞いた」
「古川友一」
「アノ野郎,と んでもないことをいうやろうだ」
たちまち激論 になったが,森 が小林 を山川派だ と断ず る材料 は,古 川が
言っていた ということしかなかった。風間は反証 を持っていた。小林がプロ
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レタ リア芸術連盟の機関誌 『戦旗』の支局をや り,発売禁止 をくぐって,巧
みに雑誌の配布 を続けているという。 これには森 も一言 もなかった。発禁続
きの 『戦旗』 を守 ることが,ど んなにやっかいで困難なものか,分 かってい
た。それを三 ・一五弾圧のあ と,何 ヵ月もやっていることは,山川派の人間
にできることではないと,森 は思った。
「そうか,あの男が山川イズム とは変だ とは思ったよ,そうとわかったら万
歳だ」
森は,風 間の説得に簡単に脱帽 した。論争の勝ち負けは問題でなかった。
1人のたのもしげなインテリ青年が,弾(21)圧に抗 して自分 の部署 を守 り,
戦っていて くれ ることが,何 よりも森 には嬉 しかった。
脱帽のついでに,そ の夜,森 は風間から 「お前 は人間的に単純で軽率であ
る」 と指摘 され,降 参した。
翌 日,風間は伊藤信二(22)を連れてきた。伊藤信二 も,風間同様,小 林 と文
学仲間で,風 間 と小樽 中学校の同級生だった。 この頃,伊 藤 は風間 より小林
とのi接触が深かったようだ。
伊藤信二は,作 品 「三 ・一五」についての話や,小 林が貧窮の中に育ち,
弟がバイオ リニス トであること,母親が南小樽(23)でパンと餅 を売る小店 を出
していること,店で売る餅は自家製なのだが,弟 に餅をっかせると,バイオ
リンの稽古にさわるので,小林が毎朝餅 をついてから,銀行に出て来ること,
などを,森 に話 した。伊藤の小樽ナマリの一言一言か ら,小林 のさわやかで
たのもしげだった第一印象がさらに鮮明になり,深まっていった。森 は言 う,
まじりけのない若者たちの心のふれ合い というものは,ま ことに率直で柔軟
なものだ,と 。
その週の日曜 日,森 は風間に連れ られて森田の家に行った。小林等インテ
リグループに会 うためだった。小林 と寺 田を中心に七,八 人集まっていた。
森が誤解していたこと,それが風間 と伊藤の説得で氷解 したことは,既 に小
林等は知っていたので,甚 だ愉快に歓迎 した。
グループのみんなか ら質問ぜめに会 った3時 間余 りとなった。
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労働組合の組織再建 の進行状況についての突っ込んだ質問には,な かなか
答えづらい一面があった。「港湾労働者数,現場数,組合員数,工場労働者数,
工場若干,組 合員数何名」 という位の ことでは承知 しない人 もいるか らで
あった。港湾労働者 は比較的組織率が高かったか らいいが,小 樽=合同労働組
合の工場組織率は高 くなかった。それでい くっかの工場か ら生 まれて来た小
数の組合員を,敵前 に暴露すれぼ,ひ どい場合は首 になるし,首 にな らない
まで も見せしめに迫害されて,組織 を伸ばす障害になる。それで隠しておか
ねばならない。たとえば三馬ゴム工場何名 とい うような一見莫然 とした こと
も,な るべ く公表 した くない。 しかし善意 に解釈すれば,マルクス主義研究
にはげんでいるインテ リゲンチャ諸君にとっては,聞 きた くてならないこと
であろう。だが森は公表するわけにはゆかない。森が矛先をかわしかねてい
た時,(24)
「それは組織防衛上,森 さんに言わすのは無理だろう」
と,小林がかばってくれた。森の口から組織防衛上なぞ と言えば,「お前等
を信頼できないか ら,明かす ことができないのだ」 ということになって,カ
ドが立つ。 さらに組織防衛 ということも,露骨に見せた くはなかった。小林
が言ってくれたので,会 話は角が立たずに進 められた。
その月の末,8月 の終 りの日曜 日,今度 も寺田の家で小林等のグループに,
森 は会った。要件の1つ は,小林等のグループが,古 川 グループと合同で,
資本論の研究会をやることの是非 について,森 の意見 を求めた。 この日,森
は小林の深い人間に触れ,終 生忘れられない思い出となった。
小林 は,森 が座につ くのを待ちかねるように,問 いかけて来た。
「森 さん,北 日本の争議,勝 利解決 したそうですね」
「ハア,勝利 というほどで もないのですが,五百円 とりました。遺族 はそれ
を持 って国に帰 りました」
「五百円か……,よかったなあ」
小林 は,深 く吸い込んだ息を吐 き出しながら,嘆息するように言った。心
配で心配でた まらなかった ことがやっと解決 した とい うような喜び方だっ
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た。森は,彼がそんなにもその争議を気 にかけていたのか と,びっ くりした。
北 日本 の争議 は,そ の年の7月 の終 り,北 日本汽船会社の持ち船で,荷 役
作業 をしていた労働者が,船 のハ ッチロか らダンプロに落ちて死んだ。直接
の雇用主である荷役会社が,弔慰金 を75円とどけてよこした。い くら当時で
も75円の弔意金は少なすぎ,半端な額だったので,森 は覚えている。
遺族 は60歳すぎの父親 と,妻君 に幼い子 どもが2人 。75円では途方に暮
れて しまう。老父は リウマチで働 けなかった。葬式の世話は組合員にしても
らって,死 亡弔慰金請求の争議 に入った。相手は組合が弾圧 された弱みにも
つけこんでいた。
手書 きのポスターをは りめ ぐらした り,ビ ラを撒いた りして1月 余 り,
やっと五百円 とった。
「よかったなあ」 と言ったその時の小林の声 は,47年たった森 の耳の底 に
残 っている。その声は,貧 乏の苦 しみがほん とうにわか り,働 き手に死なれ
た労働者の遺族 の行 く末を,真剣 に心配 していた者でなければ,出 て こない
声だった。小林 の嘆声 に驚いた森 は,一瞬呆然 として小林の顔に見 とれた。
小林 も森の態度に気が付いて,チ ョッ トてれた様な顔 をした。 しかし二人の
心は熱っぽ く通 じ合った。森は小林の深い人間愛に打たれた。
森 は,多喜二のタキとの話は(25)当時知 らなかった。
争議の話 は2人 の間だけで終 り,研究会に関する検討 に移った。森は1時
間で帰ったが,そ の日から小林 と森 は急速に親 しくなっていった。どちらか
ら誘 うともな く,小林 と森はグループをはなれ,2人 でしばしば会合 した。
時 には風間が加わ り,伊藤 も加わった ことがあったが,も う澗れかかった森
の胸中が熱 くなるような楽しい会合であった。森は多喜二か ら,マルクス主
義文献や文学運動論文の疑問点 を教 えてもらい,多 喜二 は森から労働組合の
実際闘争,実 際活動,労 働者諸君の職場や,家 庭の生活実態を聞 くのが通例
だったが,そ れが何 とも言えず楽 しかった。(26)
ところが二人だけの会合に,少 し都合の悪いことができていた。森 は小林
の人間愛に打たれる数 日前,中央か ら来たオルグ(27)の推薦 を受けて,日本共
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産党に入党の手続 きをとっていた。入党手続きといって も,血書血判なぞを
するのではなかった。自分の略歴を書いてオルグに渡すだけである。その外
は,森 がオルグに出す通信のア ドレスを暗記すること,森 の通信ア ドレスを
定め,森 の党名,党 内だけで使 う名前を定 めるだけであった。それが入党手
続 きであった。入党手続 きと同時に,小樽地区と,札幌函館をのぞ く,全道
にわたって党員を発見することを,任 された。
日本共産党に入党 した森は,特 定の人 と二人 きりでしばしば会合すること
を,特 高警察に嗅 ぎ付けられてはならない。弾圧があって万一,森 が党員で
あったことが発覚 した場合,森 と特に親 しかった者 は党員の嫌疑 を受けて拷
問にさらされねばならない。それに小林 は党員の目標人物ではなかった。
弾圧で組織を破壊 された党 は,党の再建に当たって,「党員は労働者農民の
中か ら獲得し,工場細胞,農 民細胞の建設 を第1に すること,イ ンテリゲン
チャは特定の人物以外党員に採用しない。街頭細胞(=居 住党員支部)は,
作 らない」 という基本方針であった。特定のインテ リゲンチャとは,北海製
缶のような会社で,工 場労働者 と密接な立場におり,党 と労働者の接点 にな
りうる人物であった。北海道拓殖銀行には労働者 はいない。従って小林 は,
党員の目標人物にはなれないわけである。その小林 に森が しばしば接触する
のは,党 の地区オルグ として少し逸脱行為だ とも考 えられたが,一 週間 も小
林の顔 を見ないと,会 いた くてならな くなった。(28)
小林が 「一九二八 ・三 ・一五」を脱稿 し,戦旗社 に送ったこと,新 しく 「蟹
工船」の構想にかかっていることも聞かされていたので,十 月なぞは,多 喜
二の要求で1週 間に三度 も会合 した ことがあった。9月 中旬に森が指導 した
小印刷工場のス トライキの(29)経過 について細か く問いただすためだった。
「蟹工船」を書 き始 めていた小林は,労働者がたちあがるシーン描写の参考
にしたと思い合わせ られる。 こんな時,森 は特高の眼ばかりでな く,仲間の
眼 も警戒 した。森 はさりげな くふるまっている心算であったが,敏 感な小林
が感ずかないはずはない。その上十月末に会った時,風 間が北方海上属員 ク
ラブから,新 聞を出す計画 をしているから,編集上の援助をして くれ るよう
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小林に依頼 した りしたので,小 林 は森が党の中心におり,北海道の労働運動
の指導に当たっているのだ と察 したようだったが,何 も言わないで,森 の乏
しい実践運動の経験を問いただし,森 の文書上の頼みを引き受けた。(30)
⑳ 『文芸北見 』279ペ ー ジ。
⑳ 伊藤信 二(1907-1932)。小樽=出身。特要 乙号共産主義 とされ た。 全 日本
無産 青年同盟小樽 支部長。三 ・一五 に連 座。作家 。全協活動 に従事 した。
㈱ 小樽築 港で あ る。
(24)『文芸北見 』280ペ ー ジ。
㈲ 森 は,多 喜二 の田口瀧子 との恋 愛の話 は当時知 らなか った。多喜二 の恋愛
について は,倉 田稔 「小林 多喜二 の恋」(『人 文研究』90輯,1995年8月),
同 「小林多喜 二 のフェ ミニズ ム。小林 多喜二 と田 口瀧子 の愛 」(『世界文学 』
78,世界 文学会1993年12月)を 見 よ。
(26)『文芸北見 』281ペ ー ジ。
⑳ 杉本 であ ろ う。
㈱ 『文 芸北見』282ペ ー ジ。
⑳ 同,282ペー ジ。
⑳ 同,283ペー ジ。
5「 一九二八年三月十五 日」
多喜二 は社会科学研究会で変わっていった。多喜二は後輩 に影響を与 え
た。その例 として,東 海林(在,釧 路,高 商最後の社研のリーダー,1934年
卒),および全協へ行 った人々がいる。
多喜二は完成 していた 「防雪林」 を惜 しげもな く見捨てた。そして 「一九
二八年三月十五 日」を執筆 した。仲間か ら実態 を聞いてであった。
3・15事件後,多 喜二 は島田に 「いま,最 も必要なのは,天 野屋利兵衛の
ような人間だ」 と,2度 ほどいった。
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風間が美術部 を受け持つようになったのは,28年の2月 に行われた第1回
の普選で労働農民党か ら立候補 した山本懸蔵の選挙応援に プロ芸派 として
参加 し ポスター描きや版下描きをやった ことが きっかけだった。
山本懸三が落選 して東京へ帰ったあと,組合の武内清か らの依頼で,共 産
党北海道地方委員会の機関紙 にのせるのだか らと,小樽合同労組 の誰 もいな
い2階 で夜8時 ころ,(武内は一 引用者)静かに風間に話した。図柄は,「北
海道労働者」に 「台湾の労働者 と北海道の労働者が握手 しているカット」 と
いうので2日 かか りで自宅で描き渡 した。風間は 武内は仲々の政治家で
あると思った。それを模刻 した号が やがて武内か ら渡された。風間は こ
の事 は秘 して誰 にも語 らなかった。模刻者は久津見房子だった と 後 で分
かった。
風間は 柳瀬正夢に私淑 してお り,当時のプロ芸の画家大月源二や稲垣小
五郎等 と同郷で 中学校の白潮画会に属 してお り,親 しい間がらにあったの
が原因である。
風間はすでに,す ぐ運動に役立つアジプロ芸術 に共鳴 していた ものの,そ
れがマルクス主義芸術の本流 とは考 えてお らず,暗 中模索 はしばしばであっ
た。
その日のナップの会合が終わって,4月 に風間の一身上の変化がおきた。
両親 と妹が小樽の住居をたたみ,釧 路の教員をしている長兄の ところへ引き
上げ,風 間は石山町の若林善松のところへ寄寓 した。
森良玄は書 く。
小林多喜二の 「一九二八 ・三 ・一五」 は,伊藤信二の話(31)に触発された も
のとも言える。当時の北海製缶,の ちの東洋製缶の職工だった伊藤信二は,
三 ・一五事件でもって行かれ,手 ひどい拷問を受けたが,証 拠物件がな く釈
放 された。釈放された伊藤から拷問の話 を聞いた小林 は,その残虐 に憤激 し,
更に調査をすすめて,あの名作 にまとめあげた。だから伊藤は,小林が 「三・
一五」の筆をすすめていることを知っていた。(32)
「文芸戦線」の読者会があって,伊藤信二 も出席 していた。加藤美樹夫 とい
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うプロ芸派(日 本プロレタリア芸術連盟)の 論客がいて,多 喜二 と果てしな
い論争をやった。プロ芸派 と労芸(労 農芸術家連盟,機 関誌が文芸戦線)に
別れ,ど ちらをとるか,そ して正 しいかが主題であった。大半はプロ芸派に
傾いた意見だったが,多 喜二は労芸派の1人 としておおいに論陣を張ったの
である。 しかし実践するためには,労働者の中に入っていくべ きだというこ
とが基本であったから,そ このところでは一致していた。また実践 というの
は,労働組合 とも関係 し,ひいては警察の要注意人物になることで もあった。
これのためかどうか,プ ロ芸派 として多喜二 とや りあった加藤美樹夫は,そ
の後は姿 を見せな くな り消えてしまった。昭和3年 の1月 か ら3月 にかけて
の時期であった。(33)
「三 ・一五」の批評会が,花 園町の当時の丸文の向いのそば屋の二階で らし
いが,行 なわれた。
立野信之が,小 林多喜二の名 を初 めて知ったゐは,彼 の親戚の者(=伊藤)
が発行 していて,山 田清三郎が編集していた 『新興文学』でである。小林は
それに小説 を投稿 してきて,当 選 したのだ。立野は,多 分 「薮入」で,宮 島
新三郎の選で 「老巧云々」の選評がついていたのを覚 えている。
飯坂が高崎か ら聞いた話だが,高 崎徹は,東 京外語で蔵原惟人 と同期だっ
た。「あの男が左翼になるとは思わなかった。お となしい男でね。」(34)
ある日蔵原惟人が分厚な原稿 を持って,立 野の所 にきた。「これを読んで,
よかったら 『戦旗』へ載せるようにして くれ。」といって,原 稿 を渡した。そ
れが 『一九二八年三月十五 日』だった。
立野は言う。
僕は小林多喜二の名 を一目見て,「あ ・,これは古い作家だよ。」 といった。
原稿を見て,僕 は驚いた。いかにも銀行員らしい く几帳面な書体で一字 も消
していないのである。まるで上手 なプリント刷 りかなんかのようだった。
立野 はあとで聞いたのだが,小 林は決 して小説 をいきなり原稿紙には書か
ないで,最 初はノー トに書いていた。
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多喜二 は,小説で時代の先端 を掴 まえた。『三・一五』がそれである。彼に
はジャーナリスティックな才能があった。『三・一五』には,カメラ感覚があっ
た。「シナ リオだ」といった人 もいる。 これは,映 画的である。彼はいきなり
社会,事 件 をとりあげる。そして大衆文学的要素がある。(35)これは多喜二が
映画好きであった ことにも原因があるのではないか。
それに,彼 はテンポの速い文体で 「三・一五」を書いた。(36)新感覚派にかぎ
らず,昭和の新文芸のスタイルに共通 しているのは,「速度感」である。速い
思考の回転によるテムポの速い文体が流行 し,そ の流行 に作家たちは遅れ ま
いとした。志賀直哉の文章 にまなび,写実の骨法 を身につけた小林多喜二 は,
この年,大 正時代の"の ろい"レ ア リズムの文体を捨てねばならない と考え
はじめていた。(37)
多喜二は,「三・一五」で彗星 のようにデビューした。 これは,『戦旗』1928
年11月,12月に発表 された。人々は,三 ・一五事件 を甘 く見ていた。これが
出て初 めて知って,が くっ とした。「三・一五」については,中野重治の 「春
さきの風」が 『戦旗』1928年8月号にでた。谷ロ善太郎 の 「三 ・一五事件挿
話」が 『戦旗』1931・6,7月合併号 に出た。須井一のペ ンネームであった。 し
か しなんといっても小林の小説が,最 高である。
その後 「蟹工船」が出たのだが,こ の2作 でショック ・大事件であった。
「三・一五」で,多喜二文学の最 も本質的なものが現れている。 これで重要な
時代 と背景をっかんだ。手でさわれるように描いた。徹底的に形象化 した。
国民的名作である。時に多喜二,24才であった。時代は,山東出兵の時で,
田中義一の時代であった。多喜二の,普通の意味の努力 と積極性(38)が現れて
いる。
小林の小説には,擬声語 ・擬態語(オ ノマ トペ)が 多い。一般にはこれを
使 うと下手だとされるが,小 林は意識的にこれを使っている,労働者 ・農民
にわか りやすいのであった。
「三・一五」の献辞 「プロレタリア前衛の闘士にささぐ……」の句は,当初
でていない。鈴木源重は,三 ・一五の後,ぶ るった。作品では鈴本,と なっ
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てい る。(39)インテ リの龍吉 は,古 川 であ る。英雄 的 な渡 は,渡 辺利 右衛 門で
あ る。坂西 は,大 西で あ る。斉藤 は,鮒 田で あ る。佐多 は,寺 田で ある。蔵
原 が 『三 ・一五 』の終章 の部 分 をカ ッ トした。
「三 ・一五」を読んで,古川は島田に話 した。「小林が俺の事 を書いている
が,全 くよく見ている。身体 は小さいが,理 論的にも明解だし,素晴 らしい
頭を持 っている。」
「小林の友人の細君(40)が,小林さんてまるで大 きな子供ね,といった。女人
の眼のするどさである。 まった く小林のわれわれを離さなかった人間的な魅
力 というものは,せ んじつめれば小林はいつまでも大人になりきれない童心
であったからであろう。小林の仕事は大 きい。 しかし,そ の仕事 というのは
大人が大人ぶってできるような仕事ではなかった。」(41)
藤森成吉は書 く。
『三月十五 日』がはじめて雑誌へ発表 された前後,小林多喜二か ら手紙(か
ハガキ)を 貰った。 どうか遠慮ない意見 をきかせて くれ,と 云つた意味のも
のだった。 シッカリした書 き方に感心 した。みんなが評判 している,な お大
いに書いて くれ,と ぼ くは云ってやったように思 う。やはりその時蔵原に彼
の 「シッカリさ」を話 したら,「やつばり文学で苦労 した作家でない と駄目で
すね」 といつ もの蔵原ふ うな微笑 をもってうなずいてみせた。(42)
⑳ 「多喜二 が 「東倶知 安行」 を書いた ころ」9ペ ージ,で 述べ た ように,小
樽 ナ ップの会合,高 崎 の家,1928年5月,で の伊藤 の話。
(32)『文芸北 見』280ペ ー ジ。
(33)笠井 清 「小林 多喜二 と風 間六三」。
(34)飯坂久男 「多喜二文学 とあの頃 の学友達」(『緑丘』42)44ペー ジ。
(35)日高昭二講演 か ら。1994年10月,小 樽 。
㈲ 桶 谷秀昭 『伊藤 整』新潮 社1994年 。
⑳ 同,96ペ ー ジ。
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(38)松田解子,1995年2月20日,小 樽講演 。
㈲ 琴 坂。
㈲ 古 川の細君。
(4D武田 逞 「大 きな子供」(『緑丘』42)26ペー ジ。
(42)「小林多喜 二の こと」(『小林 多喜二 の 肖像2』 小樽文学館)。
6付 録 『一九二八年 三月十五 日』読者評
最近の若い学生たちは,小 林多喜二の名作 「一九二八年三月十五 日」を,
どのように読んでいるだろうか。小樽商大の学生の感想を紹介 しよう。三 ・
一五事件か ら65年後,主 に大学1年 生である。
「私はこの本 を読んで,共 産主義 とは何か,レ ーニ ンの目指 したものは何
だったか,改 めて詳 しく知 りたいと思った。
組合員たちの自己犠牲の精神に一番驚かされた。……このようなすばらし
い考 えを持った人間が,今 の日本にはどれほどいるだろうか。
自分の無関心な態度をすごく恥ずしい」
「信 じられない。……多喜二の思いは物語全体 を通 じて私の胸 に迫って く
る」
「今では考えられないことが昔あった ということを深 く考えたい。……今こ
ういった人達に感謝 しなければいけない と思 う。 この住 みやすい世の中を
作って くれたのも,沢 山の人が努力をして犠牲 を払 ってきて くれたおかげだ
から」
「読書嫌 いの私 は,… …初 めて,本 にのめ り込 んだ。……衝撃 を受 けた。
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Sさん 「労働組合の人々が何 を思い,し ようとしていたか ということよ
りも,警察での拷問の惨たらしさの方が印象に残 った。目の前でそれが起 こっ
ているかのような衝撃を受けた。そこには正義 も何 もないだろう。権力をカ
サに着た人たちが,団 結しなければ声 も届かないような人々を踏みつけにし
ていいはずがない。」「今現在 こういう生活ができているのは,以 前命を張っ
て,『踏み台』となって くれた人々がいたおかげだ ということを決 して忘れて
はな らないのだ……」。
読者は一般 に,こ の小説の拷問場面にショックを受 けている。
S君 「彼 ら[組合員たち]の意志の強さに一層驚 き,また ここまで必死で
がんばる人達の思いをすべての国民 にわかってもらいたい」「この物語は,私
のような世代 には本当の ところは理解 しかね ることが多い」「自分の国をよ
くしようとする情熱を感 じた」。「現代の 日本 は裕福だし,改革することはな
いのか もしれませんが,彼 らのもってい るようなあつい思いは大事 なこと
だ」。
A君 「日本警察,そ して政府はこの話を読んで,自分がこの労働者 になっ
たと思って一考 してほしい」。
U君 「三 ・一五事件について何 も知 らなかった。高校で日本史の授業 を受
けていたにもかかわ らず」。今後「商大生 としてだけでな く,学問を志す者 と
してもっともっとこの偉大な先輩の作品を読んでいきたい」。
1君 「今 こうして住んでいる小樽が,日 本史であまり深 く理解 していな
か ったが,あ の三 ・一五事件 に関わっていて,し かもこのような惨事が行わ
れていた ことを知 り,驚 きとともに何か寒気を感 じた」。
Nさ ん 「たいてい,読 書の後には余韻が残 るものであるが,こ れは格別
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だった。私 はこれ まで この ようなプロレタリア文学 を読んだことがなかっ
た」。「細かい歴史の真実を知 らされたようでショックだった。」
Eさん 「読んでいて せつなかった。」「なぜ当時思想家や党員 をここま
で弾圧しなければいけなかったのか,疑 問に感 じる。」
1君 「恥か しなが ら,この本 は今までその名さえ知 らなかった。」「この本
で描かれている警察の行動がすべて本当であるな ら,何 とおそろしい時代で
あっただろう。」「この作品ではその悲惨 さを訴 えている……」
1さん 「私は小林多喜二の作品を初めて読み ました。私 は今 までプロレ
タリア文学 というものを読んだ ことがな く,その上,プ ロレタ リアという言
葉の意味 もよく知 りませんでした。」「毎日食べてゆくのがやっとという貧 し
い生活 の中で芽生 えた力強い思想がそこには存在 している……」「何か多喜
二の気合いが感 じられる。」「小説の舞台が小樽であることから,… …現実味
も増す」「この小説が存在するということの大切さを感 じました。」(43)
㈲ 『らぶ小樽』142号の再録。
